
乳がんの精密検査のご案内

精密検査の結果、がんでなかった場合でも、症状がある時（乳房のしこり・くぼみ、ひきつれ、乳頭
から血性の分泌物が出る、乳首の湿疹・ただれ等）には速やかに受診しましょう。

精密検査の内容

■ マンモグラフィ（追加実施）
乳がん検診での撮影に加え、詳しい撮影を行う場合があります。

■ 超音波（エコー）検査
超音波（エコー）で、異常が疑われる部分を含めて
乳房全体を観察します。

※その他の検査を行う場合もあります。

第一段階

■ 細胞診、針生検
体の中にできたしこり等ががんかを調べるため、
異常が疑われる部分に針を刺し、一部を取って調べます。

第二段階（必要な場合）

●精密検査は、がんかどうかの確認のために詳しく調べる検査です。

●乳がんは初期にはほとんど症状がありません。
症状がなくても必ず精密検査を受けてください。

●日本では生涯のうち女性の９人に１人が乳がんにり患すると
言われており、女性が１番多くり患するがんです。

●現時点で、がん確定ではありません。

精密検査が受診できる医療機関、持ち物、受診方法は
横浜市WEB「がん検診精密検査について」

発行：横浜市医療局がん・疾病対策課　　（令和８年３月発行）

がん検診の結果、「要精密検査」の判定です。

早めに精密検査を受けてください

早期発見が
重要です！




